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第3章 2.「2次関数の最大・最小」「2次関数と2次方程式」 第1回
1. 次の 2次関数の最大値または最小値, およびそのときの xの値を求めよ.

(1) y = 2x2 − 3 (2) y = −3(x+ 2)2 + 2

(3) y = x2 − 8x+ 12 (4) y = −2x2 + 4x− 5

2. 定義域を −1 ≦ x ≦ 2とするとき, 次の 2次関数の最大値, 最小値, およびそのときの xの値を求めよ.

(1) y = x2 − 3 (2) y = −(x+ 2)2 + 1

(3) y = 2x2 + 6x (4) y = −3x2 + 12x− 12

3. たてと横の長さの和が 30cmの長方形のたての長さを xcm, 面積を ycm2 とする.

(1) yを xで表せ. また xの範囲を求めよ. (2) yの最大値とそのときの xの値を求めよ.

4. 次の 2次関数と x軸との共有点の個数を求めよ. また, 共有点をもつときは, その座標を求めよ．
(1) y = x2 − 4x+ 3 (2) y = −x2 − 3x− 5 (3) y = 2x2 + 12x+ 18

5. 2次関数 y = 2x2 − 8x+ kのグラフが次の条件を満たすように, 定数 kの値または値の範囲を定めよ．
(1) x軸に 2点で交わる (2) x軸と接する (3) x軸と共有点をもたない




